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○ 広島県の美味しい なば(7) 

○ 野鳥の世界（トラツグミ） 
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ヤブムラサキ 平成 23 年 10 月 22 日園内林地 

１０月は休園日なし。 



 

（7）ホンシメジ （本占地） 

    4 月から、広島県内の野山に発生し

（栽培きのこではなく）採集され食べら

れている美味しい野生きのこを取り上

げています。 

   今月はホンシメジです。ホンシメ

ジは秋、雑木林またはアカマツ混じ

りの雑木林に、数本が束になって発

生します。傘は暗灰色～淡灰褐色で、

のちに淡色になります。傘の表面に

絹糸状のかすり模様があります。 

  「匂いマツタケ、味シメジ」と古くから言われてますが、このシメジはホンシメジの

ことで、日本を代表する最も美味なきのことされてきました。 

最近スーパーで「○○ホンシメジ」という商品名のきのこが売られていますが、ほ

んとうの和名はブナシメジです。このように正式な和名と商品名がごっちゃになって

名前が混乱しています。そのためか本当の野生のホンシメジが「ホンホンシメジ」な

どと名前を変えられて売られていることもありますが情けないことです。ホンシメジは

日本を代表するきのこではありますが、マツタケと同様近年発生量が減少している

のも事実です。（川上） 

 

 

トラツグミ 

野鳥の中でも特に珍しい鳥です。                            

大きさはハトくらいで、体全体の黒と黄

色のウロコ模様が虎に似ているため、ト

ラツグミの名がついています。 

深く茂った広葉樹林にひっそり単独で

生活しているため、その姿を見る事はほ

とんどありません。山里などでキャンプ

をしている時など、暗い森の中から笛を

吹いているような鳴き声が聞こえてくることがあり、｢ヒュー･ヒュー｣と長く引く声は気

持ち悪く、不安を感じさせます。初夏から秋にかけて、新月の頃によく聞かれます。

姿が見えないだけに、その声がより不気味に響きます。 

野鳥としては静かな鳥で、好物はミミズ、ゴミムシや木の実などです。 

ツグミの仲間には、8 月号で紹介しましたクロツグミなどがありますが、このほうが

数も多く、鳴き声も大きく、昼間のさえずりが素晴らしいため、夜に鳴くトラツグミはど

うしても影が薄く感じられます。（吉見） 

トラツグミ 

ホンシメジ 



 

紅葉シーズン到来！！ 

「秋来ぬと 目にはさやかに見えねども  

風の音にぞ 驚かれぬる」 藤原敏行   

確実に山の上から秋はやってきています。 

サクラなどは紅葉を見せ始めました。 

紅葉の色の違いは様々で魅力的です。 

紅･黄葉する樹木は、科だけでも 20 種類

以上、その内品種を数えると驚くほどの数に

なります。 

これらの木々が紅や黄色に染める様は、

春の桜にも負けない魅力を発揮します。 

発色の良し悪しは、降水量、太陽の当たり

具合、栄養状態、病害虫の影響などで大きく

変ってきます。 

科学的には、光合成により生産された糖質

をアントシアンに変えると赤色、クロロフィル

が退色し、カロチノイドが優先すると黄色とな

りますが情緒的ではありません。 

   緑化センター内でも色の変る植物は沢山あり

ます。 

紅葉ではミツバウツギ科のゴンズイ、バラ

科のサクラ、ナナカマド、ミズキ科のハナミズ

キ、カエデ科のイロハモミジ、オオモミジ、ハ

ウチワカエデ、カラコギカエデ（写真）、メグス

リノキ（写真）、ウルシ科のハゼノキ、カイノキ、

ヌルデ、マンサク科のマルバノキ、フウ、モミ

ジバフウ、スイカズラ科のガマズミ、ツツジ科

のドウダンツツジ（写真）、ナツハゼ、リョウブ

科のリョウブ、黄葉ではモクセイ科のアオダ

モ、イチョウ科のイチョウ、カエデ科のウリカ

エデ、カジカエデ、クスノキ科のシロモジ（写

真）、クロモジ、ダンコウバイ、モクレン科のユ

リノキ、コブシ、マンサク科のマンサクなどな

ど。 

事務所正面の、県下最大級とされるオオモミ

ジは下旬頃から見頃を迎えます。 (正本) 

カラコギカエデ 

メグスリノキ 

ドウダンツツジ 

シロモジ 



  

○ 10月 6日（土） 『10月の自然探勝』    10:00～12:00 管理事務所前集合 

秋の樹木や花を観察しよう             講師：森林インストラクター 駄賀  恒男 

○ 10月 8日（月） 『きのこ入門観察会』   10:00～12:00 管理事務所前集合 

講師と歩きながら観察しよう         講師：きのこアドバイザー  川上  嘉章 

※    要予約要予約要予約要予約 

○ 10月11日（木） 『野生きのこ料理教室』 10:00～12:00 学習室集合 

野生きのこを料理して試食しよう          講師：料理研究家  金本  久子 

※ 定員に達したため予約を締め切りました     

○ 10月14日（日） 『秋のきのこ教室』     10:00～14:00 第3駐車場集合 

きのこを採集して名前を知ろう       講師：きのこアドバイザー  川上  嘉章 

※ 採集用のカゴ持参採集用のカゴ持参採集用のカゴ持参採集用のカゴ持参            

○ 10月21日（日） 『庭木の手入れについて』 10:00～12:00 学習室集合 

マツのもみあげの実習                 講師：樹木医  工藤   徹     

○ 10月28日（日） 『ノルディックウォーク』 10:00～12:00 管理事務所前集合  

運動効率の高い全身運動を体験しよう        講師： オール・オン・スポーツ                     

※    要予約先着要予約先着要予約先着要予約先着 30303030名・名・名・名・    

   

♪☆おおおお知知知知らせ･ごらせ･ごらせ･ごらせ･ご案内案内案内案内☆♪ 

“きのこ祭りきのこ祭りきのこ祭りきのこ祭り”  10 月6（土）～14 日(日)   

・ きのこクイズラリー（景品あり）、現物展示、写真展示 

・ 毎日、お食事の方にきのこ汁無料サービス（なくなり次第終了） 

・ (土)（日）、きのこご飯を販売、お食事の方にはゆで卵無料サービス 

“もみじ祭り”“もみじ祭り”“もみじ祭り”“もみじ祭り”  11 月3 日（土）～11 月23 日（金・祝） 

◎◎◎◎    展示会のお知らせ展示会のお知らせ展示会のお知らせ展示会のお知らせ                             

展示場所：レストハウス 

（ボード展示） 

広島県の珍しいきのこの写真展 

９月13 日(木)～10 月14 日(日) 

県内の珍しいきのこ写真をお楽しみ下さい。 

緑化センター紅葉写真展 

10 月18 日(木)～11 月11 日（日） 

緑化センター内の紅葉の写真展示です。 

（ガラスケース展示） 

モーモーアート手作り作品展  

9 月２9 日（土）～11 月11 日(日） 表 紙： クマツヅラ科ムラサキシキブ属 

仲間にムラサキシキブ、コムラサキが 

あるが両者にくらべ花、葉裏に毛が多い。 

手作り小物作品の展示です。 

H.23年度のモーモーアート作品展より 


